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エネルギー・環境新技術先導プログラム／

トリリオンセンサ社会を支える高効率ＭＥＭＳ振動発電
デバイスの研究

第６回高効率ＭＥＨ研究会

平成２７年１１月２７日（金）
１５：００ ～ １７：２０

技術研究組合ＮＭＥＭＳ技術研究機構（ＭＥＨ）

研究項目 ： Ｄ
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④交通インフラでの振動発電デバイスの導入開発

H27
4,5,6月

H27
7月

H27
8月

H27
9月

H27
10月

H27
11月

H27
12月

H27
1月

H27
2月

④-(1)
交通インフラにおける
ターゲット振動の調査と
活用仮説立案

④-(2)
屋外長期動作における
エナジーハーベスタの
活用例の提言

進行状況

計画

実施状況

当初計画 当初計画 当初計画

当初計画

予備計測 計測

解析
実施状況

当初計画

予備検討（１）：測定対象物、測定手段を元にアプリケーションを想定する。
予備検討（２）：測定データを見ながらアプリケーションを想定する。

実施状況

実施状況

実施状況
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インフラ構造物振動計測－トンネル

計測対象
• 京都縦貫高速道路のトンネル
• 測点：入口歩道路面ｘ1

+入口壁高さ1.7m所ｘ1
+中央歩道路面ｘ１
+中央壁高さ1.7m所ｘ1
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インフラ構造物振動計測ートンネル

計測結果（0-500秒）

卓越周波数
100-200Hz

入口
歩道路面

加速度波形 フーリエ振幅スペクトル

最大振幅1.8m/s2

入口壁

最大振幅0.22m/s2 卓越周波数
不明瞭
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インフラ構造物振動計測ートンネル

計測結果（0-500秒）

卓越周波数
50-200Hz

中央歩道
路面

加速度波形 フーリエ振幅スペクトル

最大振幅0.44m/s2

中央壁

最大振幅0.12m/s2 卓越周波数
不明瞭
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インフラ構造物振動計測－遮音壁

計測対象
• 京都縦貫高速道路の遮音壁ポスト
• 高さ：遮音壁2.1ｍ，壁高欄1.0ｍ
• 測点：遮音壁下部から0.7mｘ1

+下部から0.1mｘ1
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インフラ構造物振動計測ー遮音壁

計測結果（0-500秒）

卓越周波数
88,249,401Hz

下部から
0.7m

加速度波形 フーリエ振幅スペクトル

最大振幅1.0m/s2

下部から
0.1m

最大振幅0.33m/s2 卓越周波数
401,468Hz
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インフラ構造物振動計測－表示設備1

計測対象
• 京都縦貫高速道路の表示設備
• 高さ：およそ6m
• 測点：地面から高さ1.9ｍ
• 計測方向：車線方向ｘ1+車線横断方向ｘ1



NMEMS Confidential

9

インフラ構造物振動計測ー表示設備1

計測結果（0-500秒）

卓越周波数
2,16,43Hz

車線方向

加速度波形 フーリエ振幅スペクトル

最大振幅0.08m/s2

横断方向

最大振幅0.09m/s2 卓越周波数
2,16,43,120Hz
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インフラ構造物振動計測－表示設備2

計測対象
• 京都縦貫高速道路の表示設備Type2
• 高さ：およそ5m
• 測点：地面から高さ1.9ｍ
• 計測方向：車線方向ｘ1+車線横断方向ｘ1
• センサー：RION PV-87加速度計
（共振周波数9000Hz）

• サンプリング：1000Hz
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インフラ構造物振動計測ー表示設備2

計測結果（0-500秒）

卓越周波数
1.3, 241, 248 Hz

車線方向

加速度波形 フーリエ振幅スペクトル

最大振幅0.12m/s2

横断方向

最大振幅 0.12m/s2 卓越周波数
1.4, 241, 248 Hz



NMEMS Confidential

12

計測対象 測点，方向
最大振幅
(m/s^2)

卓越周波数
(Hz)

特徴

トンネル

入口歩道路面 1.8 100-200 振幅
•入口歩道路面は最大振幅（1.8m/s^2）が観
察できた箇所
•入口は中央より大きくなる（風のために）
•歩道路面は壁より大きくなる
周波数
•一般的には100-200Hz高い周波数である

入口壁 0.22 ー

中央歩道路面 0.44 50-200

中央壁 0.12 ー

付帯設備

遮音壁,0.7m所 1.0 88,249,401 振幅
•表示設備は一般的に0.15m/s^2以下小さい
振幅である
•遮音壁は表示設備より大きくなる
•高い箇所は低い箇所より大きくなる
•横断方向は車線方向より少しい大きくなる
周波数

•付帯設備は種類によって周波数が変わる，
高い卓越周波数にばらつきが見られる
•表示設備は一般的に10Hz以下卓越周波数
がある

遮音壁,0.1m所 0.33 401,468

表示設備1,車線方向 0.08 2,16,43

表示設備1,横断方向 0.09 2,16,43,120

表示設備2,車線方向 0.12 1.3, 241, 248

表示設備2,横断方向 0.12 1.4, 241, 248

考察


